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メディア教育を実践しつつ学ぶこと
保 崎 則 雄
ゼミで各自のプロモーションビデオを制作させ
ている｡目的は､いくつかある｡メディアに慣れ
親しむ､自己をみつめ表現する､映像作品の企
画/制作/編集/評価というサイクルを実証的に
学ぶことなどである｡5月の富士見での合宿で､
映像技法 (バニング､ ドー リ-､クレーン､モン
タージュなど)､絵コンテ作り､メディアリテラ
シーについて考え､他国の実践をビデオで見た｡
また､新設の本学スタジオでは､それに加えてラ
イティング､音声編集のポイントなどを紹介し､
作業を進めている｡私自身､学生部生時代8ミリ
映画制作を趣味で行っており､米国での院生時代
は､映画学科で制作/編集､映画理論などいくつ
か授業をとったこともあり､その面白さ､難しさ
は実感できる｡
さて､7月現在で12人のゼミ生のうち､約3分
の2のものが完成した｡初めての体験ゆえ､編集､
表現にぎこちなさはあちこちあるが､とにかく30
秒という制約の中で､どれだけ自分を表現するか､
かなり苦労したようである｡もっともそれが学習
目標の一つであるのだが｡
文章による表現 (狭義のリテラシー)では､か
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なり時間をかけられてきている彼等である｡残念
なことに映像/音声でのリテラシー (活用､批判
能力)では､まったく訓練が欠けている｡ところ
が､上達は実に速い｡40代の私などは､いっも導
入時に必要なだけである｡また､そのように追い
越されるのが楽しいし､そういう彼等をたくまし
くも感ずる｡ 秋からは､デジタルカメラなども
駆使して､ちょっと違った､意味のあるホームペー
ジなども制作しようと考えている｡法規制 (実は
私は法学部の出身である)､デジタル情報の氾濫
と反乱､表現/発信の自由､教育との関わり､英
語との問題､プレゼン方法などを､感性には優れ
ているが､じっくりと考え伝達することがあまり
得意でない彼等と一緒にたのしむ魂胆である｡担
当者としての私は､常に一歩先で リー ドできるよ
う努力していかねば｡そして､願わくば､もう少
しこういった分野の科目を実践する人間を学生は
望んでいるという現実を､より多くの大学関係者
が自覚して欲しいのだが｡
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最後に､これらのことを効果的に実践するため
には､時間的､空間的に大学が学生に開かれてい
ることが前提である｡管理という名の束縛､失敗
を恐れる常識論､本当に必要な設備/人材の設置､
育成などなど､大人が次世代の人間の形成に深く
かかわることから逃げているのではないかという
心配を神戸の出来事からも痛感する｡そして同時
にその実践の中で､道徳､規範､規則､法をしっ
かり教えていくべきであろう｡野放図はいけない｡
しかし､過度な干渉は､さらに若者の伸びる芽を
摘みとってしまう｡
素晴しい文学作品に人間が感動するように､素
晴しい映像､音､芸術的/工学的作品､そして自
然そのものに､我々は同様に感動することを忘れ
ないでいたいものである｡
このニューズレターが､紙に文字印刷であると
いう考え方も､再考してもいい時代ではなかろうか｡
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